
研究課題 :霊長類の社会学

招-い期間 :2001年5月 1日～2002年3月31日

-4. COE非常勤研究員
(氏名 :採用期間)

井上 雅仁 :2001年4月 1日～2002年3月31日

江木 直子 :2001年4月 1日～2002年3月31日

保坂 和彦 :2001年4月 1日～字002年3月31日

山根 明弘 :2001年4月 1日～2002年3月31日

成田 裕一 :2001年4月 1日～2001年9月30日

永 明宏 :2001年 10月 1日～2002年3月31日

5. COE研究支援推進員
(氏名 :採用期間)

梅田せつ子 :2001年4月 1日～2002年3月31日

小笠原麻美 :2001年4月

岡田 真紀 :2001年4月

片岡 敦子 :2001年4月

鈴木賀寿子 :2001年4月

中野千枝子 :2001年4月

葉栗 和枝 :2001年4月

1日～2002年3月31日

1日～2002年3月31日

1日～2002年3月31日

1日～2002年3月31日

1日～2002年3月31日

1日～2002年3月31日

福富 憲司 :2001年4月 1

梅田 恵子 :2001年 11月1

佐藤 慎祐 :2001年 11月1

鈴木 益磨 :2001年 11月1

加藤みどり:2001年 11月1

堀尾由紀子 :2001年 11月 1

日～2002年3月31日

日～2002年3月31日

日～2002年3月31日

日～2002年3月31日

日～2002年3月31日

日～2002年3月31日

大平(落合)知美 :2001年 11月 12日～2002年3月31日

ⅤⅠ 共同利用研究

1. 概 要 一
昭和57年以来,研究課題として ｢計画研究｣並びに

｢自由研究｣を併置し,昭和62年度には ｢資料提供｣を

設促した｡さらに平成6年度から ｢所外供給｣を新たに設

促し,これらに係る共同利用研究が実施されている｡

｢計画研究｣とは,本研究所内推進者の企画に基づい

て共同利用研究者を公募するもので,個々の ｢計画研究｣

ーは3-5年の期間内に終了し,まとめた成果を公表する｡

r自由研究｣とは r計画研究｣に該当しないプtzジ

ェクトで,応募者の自由な着想と計画に基づき所内対応

者の協力を得て,継続期間3年を目処に研究が実施され

ている｡

r資料提供｣とは,資料 (体液,臓器,筋肉,毛皮,

歯牙 ･骨格,排壮物等)のみを提供する共同研究として

実施されている｡

｢所外供給｣とは,本研究所以外の研究機関で行う

ことがより適切な研究のために,生体のサルを所外に供

給するものである｡

平成 13年度の計画課題,応募並びに採択状況,研究

会等の概略は以下のとおりである｡

(1) 計画研究

平成 13年度実施の計画研究は以下の8課題である｡

(実施予定年度 :課題推進者,下線は代表者)

1.生体分子の構造解析による霊長類の系統進化

(平成 11年度～13年度 :竹中 修 ･景山 節 ･庄武孝義)一

迫伝様式を異にする核,ミトコンドリア,Y染色体

上DNAの微小変化やダイナミックな変化あるいはcDNA分

析や微量タンパク質の高感度分析等生体分子の構造解析

により霊長類の系統進化を明らかにする｡

2.サルにおける環境化学物質の蓄積と分子的生理的応答

の研究

(平成 11年度～13年度 :浅岡一雄･景山 節 ･鈴木樹理)

内分泌授乱物質など,特定の化学物質を対象とし

て,各地のサルとその生育環境に広まる蓄積丑を調査

研究する｡サルの応答を酵素,レセプター,ホルモン

調節,感覚や生殖などから分子的生理的に研究する｡

関連する評価測定法の開発や年齢や人を含む霊長類

間の比較研究を進める｡

3.比較による霊長類の解剖学的研究

(平成 11年度～13年度 :茂原信生 ･毛利俊雄)

ものごとを理解したり,説明したりするためには比

較はもっとも有力な手段のひとつである｡霊長類の解剖

学的特徴の記載においても,人体解剖用語を使用するこ
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とによってすでにヒトとの比較が行われている｡比較に

焦点をあてて,丑長頬の多様な解剖学的特徴を研究する｡

4.ニホンザルの食物選択と採食競合に関する研究

(平成 11年度～13年度 :上原琉男･森 明雄･大洋秀行)

歪長獄の食物選択には,個体の栄弟学的要求,食物

の利用可能度,個体間 ･群間の攻合などが影響する｡こ

の間題について,採食戦略と生息窮境や社会構造との関

逮,琴食レパー トリーや技術の伝播,実験室での選択実

験や栄養分析など多様な側面から研究する｡

5.野生ニホンザル地域個体群の動態と保護管理

(平成 11年度～13年度 :渡連邦夫 ･室山泰之

･杉浦秀樹 ･後藤俊二 ･鈴木 晃)

野生ニホンザル各地域個体群の特徴を明らかにしな

がら,それぞれの将来予測をも含めて保護管理のための

方策を探る｡各地域個体群の動態や生息実情把握のため

の方法,猿害と人間による生産活動の調整技法,繁殖パ

ラメーターや有事駆除をおりこんだ将来の動態予測,坐

息環境の評価などから,従来の保護管理のための議論を

再考する｡

6.霊長類におけるストレス反応のメカニズムとその応用

(平成 12′年度～14年度 :鈴木樹理 ･友永雅巳

･上野吉-)

霊長類におけるストレス反応について,基礎的およ

び応用的な研究を行う｡物理的のみならず,霊長類に特

有な心理的,社会的ストレスに対する生理学的変化や心

理李的,行動学的変化の分析によってストレス反応定丑

系の確立を行う｡またストレス反応時の神経 ･内分泌 ･

免疫系の相互のかかわり合いを解明する｡雫に,既に確

立された定量系を用いて,霊長類の飼育環境や実験環境

の評価系の検討を行い,動物福祉-の応用研究を進める｡

7.チンパンジー乳幼児期の認知行動発達の比較研究

(平成 13年度～15年度 :松沢哲郎 ･友永雅己

･小嶋群三 ･演田 穣 ･田中正之)

チンパンジーを含む析入校の乳幼児期における認

知 ･行動の発達を形儒学的,生理学的研究と関連させ幅

広い視点で研究する｡特に,基礎的な知覚 ･認知や運動

の発達,社会的認知,コミュニケーション,社会的知性

などの発達を軸にチンパンジーを含む析人猿を特徴づけ

る認知機能や行動の特性とその発達過程を他の霊長類種

とも比較しつつ検討する｡

8.盃長類における色覚の特性とその系統比較の研究

(平成 13年度～15年度 :三上章允 ･上野吉一

･脇田穴約 ･竹中 修 ･後藤俊二)

怒長類はすぐれた祝詑能力を持ち,視覚動物と言わ

れる｡本研究課題では,特に,色覚を取り上げ,遮伝子

レベル,ニュ｢ロン･レベル,行動レベルでの特性の解

明,脳内機構の解明,その系統比較に取り組む｡

(2) 応募および採択状況

平成 13年度のこれらの研究探腿について,96件(129

名)の応募があり,運営委員会共同利用研究中門部会 (木

村 賛,高畑由起夫,茂原信生,松沢哲郎)並びに共同

利用研究実行委員会 (上原盛男 ･川本 芳 ･中村克樹 ･上

野吉-)との合同会議において採択原案を作成し,協誠

員会 (平成 12年2月 14日)の密談 ･決定を経て,運営

委員会 (平成 12年3月2日)で了承された｡

その結果,94件 (141名)が採択された｡各裸馬に

ついての応募 ･採択状況は下記のとおりである｡

課題 応 募 採 択

計画 1 ー5件 (7名) 4件

2 6件 (9名) 6件

3 4件 (5名) 3件

4 0件 (o名) o件
5 7件 (10冬)7件

6 6件 (9名) 6件

7 10件 (14名)9件

8 4件 (8名) 4件

自由 40件 (51名)36件

(内2件辞退)
資料提供 8件 (10名)13件

(内1件辞退)

所外供給 6件 (6名) 6件
所外継続 12件
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(3) 研究会

平成 13年度は,以下のとおり7件の研究会が採択 ･

央施された｡

1.丑長類の生体防御と疾病(2):Bウイルスおよび関連

-ルペスウイルス

平成 13年9月22日～23日

中村 伸 ･清水慶子 ･松林晴明 ･景山 節 ･藤本浩二

2.野生ニホンザル地域個体群の管理手法

平成 13年9月29日～30日

渡過邦夫 ･後藤俊二 ･室山泰之 ･杉浦秀樹
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3.オランウータンの現状と研究の進め方

平成 14年 1月 11日～12日

鈴木 晃 ･足時貞成

4.日本産晴乳叛相の成立と変遷

平成 14年 1月24日～25日

相見 満 ･川本 芳 ･平井 啓久 ･上原重男

5.動物園の生物学 :動物園動物を研究対象にするため

には

.平成 14年2月8日～9日

上野吉一 ･鈴木樹理 ･マイケル-A-ハフマン

友永雅己

6.熟柿林における同所的霊長類の種間関係の多様性をさ

ぐる

平成 14年2月 15日～16日

大将秀行 ･丸橋珠樹

7.邦31回ホミニゼ-ション研究会 ｢知性の進化｣

平成 14年3月 14日～15日

上原虫男 ･友永雅己･マイケル-A-ハフマン

本郷一美 ･田中洋行

2. 研究成果

(1) 計画研究

計画1･2 霊長類のLDLレセプター遺伝子変異と調節

悌域

竹中晃子 (名古屋文理短大･食物栄養)

野生マカカ属サルの血中コレステロール (Ch)値は

人では危険領域に相当するほど低い｡これはLDLレセプ

ターの多量発現との仮説のもとに遺伝子のプロモーター

領域を調べた｡この領域にはステロール感受性結合タン

パク質が結合する領域 (SRE)がある｡チンパンジー,チ

ナガザル,ニホンザル,フサオマキザル,ワタボウシタ

マリンの配列を決定した｡その結果,SRE配列そのもの

は保存されていたが,SREを含む配列がパリンドローム

を形成する配列がヒトとチンパンジーでは等しく,上記

他の種間では異なっていた｡さらに他の転写調節タンパ

ク質,sP1,が結合する領域もヒトとチンパンジーは共通

であった｡

さらに,高Ch血症のマカカ属サルのLDLレセプター

遺伝子変異をこれまでエクソン1,3,5,7に兄いだして

きた｡さらにエクソン14にも変異があることが明らかに

なったので,塩基配列を決定したところ,アカゲザル1304

ではArgからMetに変異していた｡カニクイザル228の

変異は同義置換であった｡アカゲザル 1304のエクソン3･

の変異は子供の 1557にも受け継がれ,血祭ch値も高か

った｡

計画 1-3 高等霊長類特異的糖鎖のサル唾液における

分布

金丸義敬 (岐阜大 ･農 ･食品科学)

旧世界ザル以降に進化した高等霊長類では発現の見

られなくなったGal●卜3Gal糖鎖抗原と逆の動物分布を

示唆する新規糖鎖抗原の存在が示唆されている｡本糖鎖

抗原は人乳ミルクムチンを抗原として作製されたモノク

ローナル抗体のうちの一つであるlCFll抗体によって認

識され,この抗体はさまざまな晴乳動物の乳ではヒトや

旧世界ザルのものだけを認識する｡本研究ではlCFll抗

原の霊長類における分布をさらに詳しく調べることを目

的にした｡ヒト唾液の分析から,本糖鎖抗原の唾液にお

ける発現レベルには,高発東グループ及び低発現グルー

プの二つがあることがわかってきた｡本年度は,ニホンザ

ル8匹とリスザル,コモンマ-モセット,ワタボウシタマ

リン,ヨザル,及び,フサオマキザル各 3匹の新世界ザル

の唾液の反応性を競合ELISAによって調べた｡ニホンザ

ルでは低発現グループのヒト唾液に匹敵する反応性がい

ずれの唾液にも認められたが,高発現グループに匹敵す

るレベルは観察されなかった｡新世界ザルの唾液では,

ヨザルのみ 3匹のいずれにも,低発現グループのヒト唾

液よりさらに低いレベルであったが,反応性が認められ

た｡しかし,他の新世界ザルに反応性は認められなかっ

た｡サンプルの数が限定されていたので確認には至らな

かったが,本糖鎖抗原の発現は新世界ザルから旧世界ザ

ル-の進化とリンクしている可能性が示唆された｡

計画 1-4 多数の遺伝子座の塩基配列データに基づく

霊長類の系統進化の推定

斎藤成也 (国立迫伝研)

本年度は,特にミトコンドリアDNAについて調べた｡

我々はこの遺伝子座が霊長類の中でどのように進化して

きたのかを明らかにするため,チンパンジー35個体 ,

ボノボ13個体,ゴリラ10個体,オランウータン16個体,

テナガザル8種計22個体のサンプルを用いて,16Sリボ

ソームRNA遺伝子約 1.6kbの塩基配列を決定した｡既に

報告されている他の配列も加えて,系統ネットワークお

よび系統樹解析を行った｡ (結果 ) (1)すべての種でヒ

トの塩基多様性 (0.016% ;世界 中の 53個体のデータに

基づく)を上回 っていた｡(2)オ ランウー タンが明砿な

2グル ープ に分 かれ, またスマ トラタイプの グル ープが
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